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「教育 と宗教 の 衝突 」 論争 をめ ぐる仏教側 の 対応

仏教 関係雑誌 を中心 に

山　 本　 哲　 生

（
一

）　 前　　言

　明治 二 十年代 に発生 L た
「教育 と宗教の衝突」

論争は、他の キ リス ト教排撃論 に比 して ひ と きわ

脚光 を浴び た も の で 、天皇蒲1亅国家確立期 に各分野

の 大 きな関心 を呼 んだ だ け で な く、明治期 を通ず

る思想史、政治史、宗教史、教育史等 に係 わ り、

大きな意味 を有する出来事で あ っ た 。

　本論争は直接的 に は 、 絶対主義天皇制指向 に お

け る国民 教化 と倫理 上の 根本精神 を宣 明 した教育

勅語 とキ リス ト教 との 現実的 思想的衝突論争で あ

る 。 周知 の 通 り 明治 24，5年に瀕発 した キ リス ト教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tlx

徒の 教育勅 語 不敬事件 、あ る い は 本論争の 中心 人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 cv

物井上哲次郎 が 、政 府の 委 嘱 に よ っ で著述 した

『勅 語衍義』 （明治24年11月刊、上下二冊本）に対す る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c3）
キリ ス ト教徒 か らの 批判は、

一
方 で井上 自身 、他

方で教育界や宗教 界の 重大関心 事と な っ て い た も

の で あ り、井上哲次郎 が雑誌 『教育時論 』 の 記者

に も らした談話 （
「宗教 と教育 との 関係 につ き井上哲

次郎氏 の 談話」 明治25年ll月 5 日）を契機 と す る本

論争の 波及は 、 大 日本帝国憲法の 成立や国粋主義

運 動の 抬頭 の 機運 に 乗 っ て、振幅 と深度 を増 して

い っ た の で ある 。

　 と こ ろで 当面 、教育勅 語 とキ リ ス ト教 と の 衝突

論争 は 、 関心 を呼 ぶ に っ れ て、もう一面仏教 とキ

リ ス ト教 との 問で 衝突論争をきたす様相 を帯て き

た の で ある 。 そ の 理 由は 、井上 の キ リス ト教批判

が論理 に必然 と云 えば云 える仏教を対置 させ ね ば

な らなか っ た こ とに よる、キ リス ト教側 の 仏教批判

が出て きた こ とや、仏教側の 排耶蘇精神 が こ の機

会を逃 さ なか っ た か らで あ る 。 因み に
、 本論争 に

関係す る著 書 、 論文 、 批判や意見等 を分析 す る と 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［4）

仏 ・耶同士 の 抗論 に 類する もの が少 くな い 。 　〔参

考まで に、井上哲次郎 の
「
教育 と宗 教 の 衝 突」 論 文

を掲 載 した仏教 関係雑誌を列 挙す る と、『仏教 』 （真宗

系）、 「浄土 教法』 （浄土 宗系）、
「
日宗新報』 （日蓮宗

系 ）、
『
明教新誌』 （総合）、 『護教』 （曹洞宗系）、 『仏

教公論』 （総合）、 『教友雑誌 』 （日蓮宗系 ）、 『伝燈 』

（真言宗系 ）、
『
活天地 』 （浄 土宗系）、『法雨』 （浄土宗

系 ）、
『
能仁新報 』 （真宗系）、『真仏教軍』 （総合）、

『
花

の 園 生 』 （真宗系）、 『三寶叢誌 』 （真宗系 ）、 『
四明餘

霞 』 （天台宗系 ）等 がある 〕。

　わ が国 に お けるキ リ ス ト教の 受難史は よ く知 ら

れた 所で あるが 、 宗教 界で は と く に仏教側 か らの

激 し い 攻撃 が あ っ た 。 それは破邪顕正運 動 と称 し

て徹底 して 推進 し て きて い る 。 こ の 運動 が最高頂

に達 した の が明治20年代と い うこ とが出来よう。

　仏教 とキ リ ス ト教 と の 衝突 に は さま ざま な原因

が あ る。と りわ け攻撃的 な仏教側 か ら云 え ば、 

伝道 （教 義）上の もの 、  信者減少 に伴 な う経済

的 なもの、（3縻 朴 な宗教的攘夷観 、 （4〕国家体制 に

お け る現実的保守性 に 由る も の 等で ある 。 仏教 に

は そ の 伝来か ら皇室や 支配階級 と の 結び付 きが あ

っ た し、 鎮護国家観 、 護法国益観 、 王法仏法不二

論 が 定着 し、現実 を実相 と して認識 し それ へ の 適

応指向に お い て 、 自己をよ く生 かす教 を説 く。
い
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わば こ の よ うな歴史 と伝統を負 っ て 仏教は永 く存

在 して きて い る 。 それ とと もに従来か らわが国に

在 っ た神 々 と も融合 し、日本的仏教 と して機能化

して きた もの で あ る 。 か く日本の土壌 の中で成長

した 仏教 は、新た な外客 と して 、キ リ ス ト教 に何

か と違和感、敵意を抱い たもの で あり、赴 くとこ

ろ、 排耶蘇 となり、こ の こ とは基本的 に護法 の 姿

勢に他 ならな か っ た 。

　 とこ ろで明治維新後の仏教側の最大課題は 、 政

府の うち出 した神 仏判然令 （1868， 明治元年）に 依

る国家保護か らの 杜絶、各地 に瀕発す る廃仏 毀釈

の 危機に 面して、如何 に対処 し克服 t る か と い う

点 に あっ た 。 これに対する仏教の基本姿勢は 、 第一

に 、江戸期 に お ける仏教と民衆 との 関係 、 と くに

教団や僧侶 の行状 や あ り方 に おける反省で あり、

第二 に、神仏 分離 、神道国教政策に 対応す る姿勢、

方途の 決定で あ る 。 こ れ に関 して は 過去の 国家と

仏教 との 協調 に 鑑 み な が らの 思想 と行動 と の協合

を踏 まえて、検討す る こ とで ある 。 第三 は 、苦境

に立 っ て こ そ護法へ の 情勢 を賭 き立て 、 仏教信仰

の 本質を見っ め 、仏教復興へ の理念 と方法 とを改

め て 追究す る こ と で あ っ た 。 そし て 注意す べ きは 、

仏教の 近代化 を模索す べ き好機 に遇 い な が ら 、 ま

っ たく関心の 乏 しさが窺える点で あ る 。

　 1868年 （明治元年）12月 8 日、京 都 に結成 され 、

各宗代表者をも っ て 構成 された 諸宗 同徳会盟の 動

きは東上 し 、 1869年 （明治 2 年） 4 月 25 日、仏 教

界の 泰 斗30数名に よ り東京にお ける同様 会盟の結

成 とな っ た n 注目さ れ る の は 、こ こ に お い て 緊急

に審議すべ き問題と して提示 された 内容で ある 。

　 　 ｛5）

即 ち

1．王法 と仏法 とは不離 なる こ と

1 ．邪教 を研究 し排斥す べ き こ と

1．三道 （神儒仏）提携 し練磨す べ き こ と

1 ．各 々 自宗の 教義経典 を研究すべ き こ と

1．各 々 自宗の 旧弊 を一洗す べ き こ と

　 1．新規の 学校 を経営 し、人 材を養成す る こ と

　 1，各宗英才登 用の 道 を拓 くべ き こ と

　 1 ，民衆教化 に努 力す る こ と

　以 上で あ り 、
こ こ に は維新以後の 仏教 が課題 と

す べ き柱 が整然 と出 されて い る 。 しか しさき に 述

ぺ た如 く、姿勢は仏教 内部の 立て直 しに あ り、近

代化へ の 着眼 は稀薄で あ る 。 仏教は政治との 協合

か らは離 れ得な い し 、 排耶蘇は継続 す る 。 保守性

か らの脱却は あ り得 ない 。 従 っ て、その 後政府 が

推進す る大教宣布運動 には翼賛の方途 をめ ざ し、

1872年 （明治 5 年）4 月 25日、 教部省に 所属す る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6）

教導職 に僧侶も登場 し、 「三條の 敏則」 を奉 じ て

説教教化に励んで い る 。 仏教各宗 の連合 によ っ て

設立 を願 い 出た大教院の設置 （開院は1873年 ， 明治

6 年）も教導職の 養成機関で あ っ た 。

　 仏教の本質 に立 ち返 り、仏教 の あるべ き姿 と修

行 を求め、仏教 の復 興 を図 っ た 人 に は福 田行 誡

（1809年一1888年 く寛政 6 年一明治21年〉）、 釋 雲 照

（1827年一1909年 く文政 10年一明治42年〉）が あ る 。

しか し、 彼等の思想 と行動は仏道の 探究 と実践 と

は い え 、 宗教上の 近代化に は縁 の 薄い もの と い い

得 よ う。そ の 他北 畠道竜 （1820年一1907年 く文政 3

年
一

明治40年〉）、島地黙雷 （1838年一1911年く天保 9

年一
明治44年〉）、 石川舜台 （1842年一1931年く天保 13

年一
昭和 6年〉）、 大内青巒 （1845年一1918年く弘化 2

年
一

大正 7 年〉）等の行動 に は近代思想 に係 わ る も

の が認め られるが、しか し全体的 に仏教界の大勢

の 中に 埋 没 して しま っ て い る 。

　 仏教界の 行動 に関 して さ ら に特記す べ き こ とは 、

破邪顕正運動で ある 。 誤 っ た り 、 迷 っ た りの 主張

と態度に執着す る こ とか らの除去 と、すすんで正

義 （正法） を顕わす破邪顕正の立場は、明治期 に

お け る仏教 の 社会的 思想的運動 に 見 られ る顕著 な

理 念で あ る 。 破邪顕正の 思想 と行動は 、 す で に 江

戸期 に お い て思想的衝突 をひ き起 して い た神道家 、

国学者、儒学者 に 対す る反発 と して 出て い た所で
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あ る が 、排耶蘇 と して 顕在もして い た 。 し か し明

治期 に お い て は、主 と してキ リ ス ト教 に対 して の

もの で あ る所に注 目が さ れ る 。 明治期 仏教界に お

け る反キ リス ト教 の姿勢は中央、地 方 を間 わず激

烈 な もの で あ り、さき に ふ れ た 京都 に お ける諸宗
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と うこ く

道徳会盟の 発起者は 、伊豫宇和島の僧韜谷で あ っ

た し、中央 に お い て は鵜飼徹定 （1814年
一 1891年

〈文化 14年一
明治 24年〉、明治期 に お ける最初 の 排耶蘇

の 主張 を行な っ た人）、島地黙雷 、大内青巒、井上
　 　 c7）

円了 （1859年一1919年〈安政 6年一大正 8 年〉） 等が

有名で ある 。

　こ れ ら排 耶蘇 の 立場 は、さきに ふ れ た如 く仏教護

法の 意識か ら出たもの で ある が
， 本稿で とりあげ

よ うとして い る 「教育 と宗教 の 衝 突 」 論 争 に係 わ

る仏 教側 の 態度 も、また 護法精神 に 立脚 した もの

と云 うこ とが出来 よ う。 い ま本論争 が起 っ た明治

26年 、 仏教側 （仏 教徒だ け で なく、仏教 支持者 をも

含 め る）の 関係 書 と云 え る もの をこ こ に取 り出 し

挙 げ て お く 。

　 『勅語 と仏教』 加藤熊一郎著　明治26年 1 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 護法書院

　
『
教育宗教関係論 』 井上円了著　明 治26年 4 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 哲学書院

　 『忠孝活論 』 井上円了著 明治26年 7月 哲学書 院

　
「
政教時論 』 磯部武者五郎著　明治26年 6 月

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 哲学書院

　 『高橋五 郎 』 桜井松吉著　明治 26年 7 月　博文閣

　 『宗教教育衝突斷案』 中西牛郎著 明治26年 7 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 博文堂

　
『耶蘇教亡國論 』 足立普明著　明治26年 7 月

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　 如是 社

　 『耶蘇新論 』 岡本監輔著 明治26年 7 月 哲学書院

　 『教 旨弁惑』 杉浦重剛著 ・宮崎繁吉筆記

　　　　　　　　　　 明治26年 8 月　　　　敬業社

　 『破邪論集 』 内藤耻叟編　明治26年 8 月哲学書院

　
『
耶蘇教 の 危機 』　卜里老猿著　明治26年 8 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 哲学書院

　 『破邪叢書』 神崎一作編　第 1輯明治26年 9 月

　　　　　　　　　　　　　第 2輯明治26年 10月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 哲学書院

　
『
仏教忠孝編 』 村上専精著　明治26年 9 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 哲学書院

　 「耶蘇教末路 』 藤島 了隠著　明治 26年 9 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 哲学書院

　 『勅語 と仏教 』 太田教尊著　明治27年 2月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 哲学書院

　
『
仏教修身論 』 大沢興国著　明治 26年 6 月

　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 経世 書院

　 『井上博士 と基督教徒』 関皐作編

　　　　　　　　　 同続編 明治26年　　　哲学書院

　社会思想の 立場か ら、 わ が国の 固有文化や思想

の継承 や発展 に繋 が り、歴史の 中で とりわけ保守

性 や順応性 をもっ て位置づ け され る仏教 と、全 く

文化や風 習の 異 っ た欧 米の キ リ ス ト教 とを掌中 に

し、明 治期 の両者 に は近代化 をめ ぐる問題 とし て

視座 が据え られ、考察 がすすめ られるの が一般的

な様 で あ る 。
い わば絶 対主義天皇制の 中に あ っ て 、

国家観 、社会観、文化観 、人間観 の 意味が、近代

化 とい う評価 を背負 っ て 、それ ぞれ が検討 さ れ意

味づ け されよ うとして い る 。 明治の 中に 歴史角度

を求め れ ば当然の こ とで あろ うが、本稿の 「教育と

宗教の 衝 突 」 論争 も
、 好個の 例 とし て 指摘 さ れよ

う。そうで なけれ ば、従来の 如 き単なる両教の 勢

力争 い として しま っ て は、明治中、後期の思想や

宗教の 展開と発展 に繋 が る歴史的位置や意味 が明

らか に 出て こ な い 　（教育史 に お い て も、同様 に 近代

化 をめ ぐる問題 として 注 目 さ れ て い る）。

　 と こ ろで近代化に焦 点を置 くこ とは、西欧 をモ

デ ル に した先進化 を見 るだ けで な く、 前近代性 の

克服 か らい か に 近 代化の 装 い を準備す るか の 問題

が ある 。 さ らに は実際の 行動 や役割 りを通 して 、

そこ に お け る近代化 とは何で あ っ た の か を検討す
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る こ と も必 要で あ る 。 そ う考 え て くる と 、 仏 ・耶

衝突史 に お い て ピ ーク と さ れ る本論争は、 い ろ い

ろな角度か ら 、 或 は資料 を駆使 しなければ、明 ら

か に ならない 問題で あ る 。

　以 上 を前提 にすれ ば、本稿 は仏教 関係雑誌だ け

に 限 っ た こ とで 、雑誌 は極めて トピ ッ ク的 な取 り

扱 い で、精緻 な論争 文に欠 け る が 、本論争へ の 多

様な論点の把握 に は役立 ち、全体的 な仏教側の 思

想的性格 も知 られよ う。 本稿 の意図は こ こ にある 。

ただ一言ふ れれば、本課題は 、 私が仏教教育の近

代化 を研究する過程で 、背景 と して ・仏教の 思想

と行動の
一

面把握の た め に 行 っ た もの で あ る。

（二 ） 仏教側の 攻撃点 とその 考察

　は じめ に
「教育 と宗教の衝突 」 論争の 経過内容

を整理 してみ る 。

　その 発端は、前章で 述べ た 如 く、明治25年 11月

5 日 の雑誌 「教育時論』 に 「宗教 と教育と の 関係

に っ き井上哲次郎の 談話 」 が記事 と して出た こ と

に あ っ た 。 井上哲次郎は政府の 依嘱に よ っ て 教育

勅語解釈書 で ある
「勅語衍義 」 を著述 して い た し 、

ドイ ツ か ら帰朝 し、壮 々 たる東京帝国大学教授で

あ っ た か ら、こ の 記事は波紋 を呼ん だ 。 早 々 に 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔8［　　　　　　 〔9［

キ リス ト教徒 と して著名な本多庸一、横井時雄や
　 　 　 　 　 　 　 　 皿切　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ttl［
雑誌 『同志社文学』 、同 『自由基 督教 』 か らの 反

駁 が出た 。 その後井上は 、明治 26年 1月 15日か ら

『
教育時論 』 に本格的 に 「教育 と宗教の 衝突」 と

題 して 論文 を書 き、これは
一書 に な っ て 、同年 4

月10日に敬業社 か ら出版 されて い る 。 こ れ に 対 し

キ リ ス ト教側は 著書 をも っ て、あ る い は さ きに述

べ た雑誌 の 外に 『宗教 』、 「
真理 』 、

『
国民 之友 』、

『
六合雑誌 』、

『正教新報』、『基督新聞』 その他 の

雑誌 ・新聞が反論 を始め た 。 こ うい っ たキ リ ス ト

教側の 駁 論の 中で 最 も世上 の注 目をひ い た の が 、

高橋五郎が 『
国民之友』 に載せ た 「教育と宗教の

衝突を駁 す」
・「教育 と宗教 の衝突 を評す 」 （明治26

年 3 月22日 か ら同 6 月13月まで 掲載）の 論文 で あ り、

こ れ は
『排偽哲学論 』 と して 出版（明治 26年 6 月 18

日，民友社）されて い る 。 ち ょ うど国粋主義運動 の

勃興期で あ り、教育勅 語体制へ の と りかか りと い

う時期 で あ っ た ため社会の 関心 が集 ま り、仏教側

の 攻撃が激 しか っ た こ とも述 べ たと こ ろで あ る 。

こ こ で そ の 内容 に 関 し、井上 哲次郎の 主張 とキ リ

ス ト教側 、 と くに高橋五郎 に焦点 をお きなが らま

と
．
め て み よ う。

　 1．井上哲次郎の 主張

　弁上は 、 耶蘇教徒は わ が国民の 有す べ き国家的

思想 と相背馳 し 、 耶蘇教 はわが宗教 として国体 を

損傷す るもの で あ るとい う 。 その 最大の 理 由は、

　耶蘇教 は唯一
神教 にて其の徒 は 自宗奉ずる所の

　
一

個の 神の 外は、天照大神 も、彌陀如來も、如

　何 な る神も、如何なる佛も、決 して 崇敬せ ざる

　 なり 、 唯一神教は恰も主君 独裁の 如 く、一個の

　神 は
一切萬物の 主 に して 、 此神の 外に は神 な し

　 と し、此神の 其領 分中に併存す るを許 さ ざるな

　 り、 独 り自宗の 神の みを以て真正の 神 と し、他

　 の 諸宗の 奉ずる所 は如何 なる神 も、皆真正 の 神
　 　 　 　 　 　 　 　 　 am

　 と見做 さ ざる なり

　 とい う所に あ る 。 そし て 明治天 皇が皇祖皇宗 の

遺訓 に則 り換発され た教育勅語 と、 唯一神 を信奉

す るキ リ ス ト教 との相異 点が 、
っ ぎ の 如 く指摘 さ

れ る 。

　   耶蘇教 は非国家主義で あ る 。

　   耶蘇教 は忠孝 の 二 徳 を説か な
酔
い 。

　   耶蘇教は 出世 間の 教 えで ある 。

　   耶蘇教は墨子 の 兼愛の 如 く、無差別の博愛

　　　 主義で ある 。

　 さて 、 第 1の 点 に つ い て は、井上 が特に詳述す

る所で あ るが 、　
「
勅語 は 元來 日本に 行は る ・ 所 の

普通の 実践倫理 」 で あり、

一家の 孝悌 よ り始 ま っ

て、一家、一村 、

一郷 、 そして 共同愛国に 至 っ て

終 るもの で あり、底流す る精神 とは 、
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一身 を修む るも國家 の 爲 な り、父母に は孝な る

　 も
…、我身は國家の 爲 め に供す べ く、君 の 爲め

　 に 死す べ きもの なり、是 れ我邦人が古來歴 史的
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Q3）
　 の 結合 を爲 して實行 し來れ る所…

　 と述 べ て 、天皇制下の 国家主義 を標榜 す る 。

「耶

蘇 は元 と国家 を主 と して教 を立 てた るもの に あら

ず、種 々 なる国民の 上 に脱出 して 、自 ら万国普通

と認む る所の 教 を開 き た る なり 」 と い い 、キリス

ト教 に よ っ て愛国主義は喚起 され る もの で は ない
。

また 国 家 的 精神 に 反する もの もあ る とす る 。 キ

リ ス ト教 が教 え る普遍の 道徳 は陳套 な る もので あ

り、 ヨ
ー

ロ ッ パ 史に は こ れ に反す る幾 多の 事例 が

あ る と い う。 井上に と っ て は 、 従属 す る国家 の 為

め を思 わず して 、万国の 事 を慮 うのは
「事の 順序 」

を誤 るも の で あり、　 「甚 しき謬見」 とす る所で あ

る 。

　第 2 の 点に つ い て は、　 「東洋古來 の 教 は皆忠孝

を以 て 第
一

と し、勅語 の精神 も亦忠孝を以 て 最大
　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔1心
の 倫理 とす る もの な り」 と し 、

こ れ に 反 しキ リス

ト教 は 「忠孝の 教殆ん ど こ れ あらぎるな り…耶蘇

が直接に忠君 の道 を教 へ た る こ と決 して こ れ なき

　 　 （Is

な り」 と明言 し、 例 えばキ リス ト教 が忠の 証 しと

す る 「然 則 以 該 撤 之物 歸 該 撤 、以 神之 物 歸 神

矣」 は 逆 に 忠 道 離 反 と解 釈 する し、また キ リス

トが ユ ダ ヤ 国 ヘ ロ ッ ド王 に 対 す る 諌止 が なか っ

た こ と を 不 忠 とす る 。 保 羅 が ロ
ー

マ 人 に 執権

者 へ の 服 従 を説 い た こ と も、神 の命 ず る所で あ

っ て 、社会秩序や恩恵か らの もので ない 点 を以て

非忠君 とす る 。 孝 につ い て は博愛 によ っ て 、い か

なる 人 も関係者 も兄弟姉妹で ある 。 ま た イエ ス は

幼少の 頃か ら神 を父 と し、実父母 に対 する冷淡 さ

が ある 。 天 国の 為 に は肉身の 情 を絶 っ と述 べ る 。

彼 はキ リ ス ト教徒の駁論 に応 えて
「
予 は唯 々 西洋

は 東洋の 如 くに 重 き を忠孝に置 か ず 、 殊に 東洋の

如 くに忠孝を最大の 徳行 とす る に あ らず と云 へ る

　 　 a司
而 己」 と釈明 して い る が、彼 に とっ て美風 とする

忠孝 へ の キ リス ト教徒 の 不行状 に 対 し、強 い 不満

を持 っ て い た こ とは疑 い な い 。

　 第 3の 点 は、耶蘇 は天国を立て る こ とを欲 して 、

地上 の 国家 は 目的 とす る所で は ない と し、こ の 世

は
「無常の

一
場 」 で あ っ て

「善 を行ふ も、祈祷 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （IT
為す も皆己れの精神 を未来に救 は ん が為め な り」

で あ り、　「如何 なる国が繁栄す るも、如何 なる国

が滅亡す る も是等 の 事は其意 に 介す る所 に あ らず〕

と述 べ
、 ひ るが え っ て、この 日本 に あ る こ とが 「己

に真実の天国にあ り」 で 、ど うして 空想 の 天 国を

造る必 要が あ ろ うか と い うの で あ る 。
か くて 、

キ

リ ス ト教 が現実的課題 を背負 う教育勅語か ら離反

した もの と捉 えて い る 。

　 第 4点 は、博愛は キ リス ト教で 説く所で あるが 、

東洋 に も古来 か ら博愛の 教があ っ た 。 しか し両者

は同種 の もの で なく、つ ま り孔孟 の 説 く博愛 に は

順序 が あ る 。 例 えば 「老 吾老、以 及人 之老、幼 吾

幼 、 以 及人之幼」で ある 。 キリス ト教の 博愛は 、無

差別博愛で 際限が ない もの 、「社会平等主義」 に

至 るもの で あつ て、こ れで は忠孝 の 道 は成立 しな い
。

また儒教 や仏教 は男尊女卑の東洋風 俗 に 副 っ て い

る が、キ リ ス ト教 は こ れ に悖る と述 べ る の で あ る 。

　以 上 が、井上の キ リス ト教批判 の概要で あ るが、

た だ徹頭徹尾、キ リ ス ト教拒否で は な く、聖書 中

の 名言、個人的倫理 、キ リス ト教徒中の 善人等 に

注 目して 有利性は認め る。 要は 、 井上 に と っ て個

人 主義 に の っ と る事は否定 す る所で あ るが、　 「今

よ り以後此弊 （非国家主義 ＝ 筆者注）を除 き出來得

べ き丈、我邦の 習慣 に同化す る事を希望す るもの

　 　 〔IS
な り」 の 言葉が 彼の真意で あ っ た と い うこ とが い

えよ フ 。

　 なお簡言 に 、井上 の 仏教 に 関 す る言論 に ふ れ て

お くと、仏教は わが国 に お い て 高妙 の 哲理 、 出世

間的 思想 、無常 の 観念等 に よ っ て 、 喜悦 して 受容 さ

れ 浸透 した こ と、また 、キ リ ス ト教 と比 べ れ ば、

哲理 にお い て
一層高 尚 、 キ リス ト教 に あ るも の は
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殆ん ど包含して い る こ と、詳密なる忠孝論 が あ る

こ と 、 本来 、万有神教の性質を有す れ ど、後世 は

多神教 の 如 くなり 、 神仏習合説 をとっ て わが 国に

同化 し た 等々 で ある 。 （井上 は仏教徒で は ない が
、

一部か ら弥勒博士 とい われた）

　 2 ．キ リ ス ト教側の駁論

　　
一 高橋五郎及 びその他

一

　高橋五郎 の 反駁意 図は、さ きの 井上論文の 誤謬

や軽薄 を徹底 して衝 く所 に あ り 、 さ らに 井上の 人

間や学者 として の良識 や態度 を誣 す る所にあ っ た。

　まず 、 高橋 は教育勅語 が国家主義で ある とす る

点 を独断 とする．さ りとて個人主義でもなく、普通

の 実践道徳と考える 。 これは キリス ト教徒の 一般

的 な捉 え方で もある 。

　っ ぎに非国家主義へ の反論 を行ない 、高橋 は宗

教 と道徳 と政治 との 区別 を弁 えな い 無知漢の妄言

と して
一
笑す る 。 本多庸一 （青山英和学校 々 長）は

メ シアの 国は世 界の い か なる国と も調和出来る と

い う。 ただ 、特 に国家主義 を説 かな い だけで ある

と説 く。 同様な意見 を述 ぺ る の は 、

「
同志社文学 』、

『
日 々新 聞』、大西祝 で あ る 。 横井時雄は敬神愛

人の 誠意 が一た び立て ば国家 主義 にも繋 がる とす

る し、土 谷忠治 は良心理性の 命す る世界主義は真

の 国家主義に悖 らな い とす る 。
『福音 の 使 』 （第 9号）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 aの
で は、井上 の 国 家主義 を実行 した ら津田三蔵 を

夥 しく生ずる で あ ろ うと述 べ て い る 。

　 っ ぎ に 、 忠孝道徳を説 か ない とい う論 に対 して

は どの よ うな駁論を したので あ ろ うか 。 高橋 は 、

「彼等 （キ リス ト教徒＝筆者注 ）は既 に道義の根 本

た る天 を畏れ、衆徳の 淵源た る神 を敬ふ 。 此心 即

は ち君 に対して は忠となる 、父母 に 対 しては孝と
　 　 　

なる 」 と い い
、 井上 の 忠孝の 語義や真意 の浅薄無

識 をまた笑 う。 膚浅の 井上は 、旧約中の 孝道の 教

を認め た り否定 した りで曲学の馬脚 を露はす とも

い う。 本多庸
一

は、キリ ス ト教 は国家危急の際に

は忠 に走 る し、孝は徳の 本で あ る こ とも熟知 して

い る とい い 、横井時雄は、心霊 （真理 ）の 赴 くと

こ ろを先 にす るこ とは最大の忠孝 とい う。 　『同志

社文学』、 『自由基督教 』 に も似 た 趣 旨の 文 が あ る 。

土 谷忠治は 、 大西祝が忠孝道徳 を大本 に樹て キ リ

ス ト教に迫 るの は場違 い で あ るとす るの に賛意 を

呈 し、 「克 ク忠 二 克 ク孝」 は忠孝を強調 した もの

で は ない とす る 。

　出世間の 教で ある と い う事に対 し て は ど うで あ

ろ うか 。 キ リス ト教徒は
一

様 に 出世 間の教 を認め

る立場をとるが 、 それ は信仰の 性質 か ら当然 とす

る 。 本多庸一
は 、真の 幸福 は霊界 に あ るか らだ と

説 くが、教 は現世 に も相応 の重 き をお い て い る と

す る 。 横井時雄は 、 神 と人 とが協和同心 して
「永

　 　 　 　 セn

遠の 霊生 」 を得ん とす る か らに は当然 と なし 、 キ

リス ト教徒の 現実姿勢 を評価すべ しと い う。

『
同

志社文学 』 また同意見 を載せ て い る 。 土谷忠治は、

宗教はす べ て 出世間的 で あ り、こ れ を拒絶す る な

ら遂 に わ が国に宗教は存在 出来な い と い う。

　最後に 、無差別の 博愛主義 に っ い て 、その 反論

を見て み よう。 本多庸
一

は 、 博愛 を基 とするが 、 無

差別 に終始す る もの で は な い とな し、横井時雄 は 、

差別 、無差別 は相並 ん で 行 われ る もの で 、博愛行

為に関 して 差別 は な く、心意 にお い て差異 が ある

もの だ と い う。 土谷忠治は 、 キ リス ト教の 博愛は

特種の 者 に なすが如 く
一般 に 及 ぼ さ しめん とす る

もの で 、
つ ま り国家主義 と世 界主義 との 関係に 外

ならな い と い う。

　 つ ぎに井上の学者 と して 、 人 間 と して の 態度 に

非難が集 ま っ た 点が見 られ るの で 、簡略 に ふ れて

お く。 高橋 は 、井上 が傍若無人 に 自家の 博学 多識

を世に試み ん とした事を傲然 と呼び 、 彼の論述 が

　
「徹頭徹尾不 條理 に して 、 全 く自語相違前後矛盾

　 　 　 　 　 　 　 　 　 セカ

なる こ と
一目に瞭然 」 と い い 、　 「彼 が胸 中に は天

地の真理 を愛す るの念は露ばか りも有 る無 し毫も

哲理 を問はず、實 に
一偏 の 愛憎に 由て 天 下の 最大

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆロ

事た る宗教 を是非せ ん とす 」 と い う。 また井上 は
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仏人 レ ナ ン （Renan）を妄信 し、英人 レ ッ キ（Lecky ）

を誤解 し、学者 ら し い 帰納的 態度 が ない 。 不敬事

件の 事実真偽 に つ い て も同様で あ る と 。 内村鑑 三

も反対党 の 記事 の み を以 て歴史上 の 批評 をなすべ

か らず とい う。 さ らに高橋 は
「
人 を不孝不忠 の 大

罪人 と讒誣す るは決 して軽 き事 にあ らず 」、 「余輩

が 正 々 堂 々 と是非を筆戦 に決せ ん と試む る や盆 々

女 々敷 くも人 身攻撃 と呼ぶ が如 し」 と叙 べ 、悔悟

者 とも呼んで い る。 　『日本評論』 は井上 が高橋 に

　 　 　 　 　 　 　  

出 した る公開状 を無責任 と談 じ 、 同 じく
「
国民之

友』 は仲裁 を請い 攻撃を見合 わせ ん こ とを願 っ た

非 を載せ る。　
『
護教 』 （第 93号）、 『

自由新 聞』 （明

治26年 4 月 6 日， 5 月 11日）、
『毎 日新聞』 に も同様

意見 が 出て い る 。

　仏教 に 関 して は 、 高橋 は井上 が 仏教 に っ い て は

無知だ と し 、 井上の 仏教忠孝論 は盲然不精（uncri −

ticaD で
一顧 を与 うる に も足 らな い とい う。 ま

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Zls
た 仏教 の 日本伝播 に っ い て は

「
鳥な き里 の 蝙蝠 」

の 僥倖で あ っ た とす る 。 そして 仏 教 が万有神教 か

ら多神教 に変移 した とす る なら、それ は腐敗で 仏

教の 真面 目を喪失 した も の と断 じた ので ある 。

　 3．仏教側の 攻撃点 と意味

　で は
一体 、仏教側は 「教育と宗教の 衝突」 論争

に 、い か に反応と攻撃 をした も の で あ ろ うか 、
こ

こ に仏教関係雑誌 に掲載さ れた本論争に 関係 あ る

文 を表題 に よ っ て 示 そ う。 こ れ に よ っ て およその

姿が 看取 出来 得 る。

『愛国 』　 （浄土真宗系 ）

　　天野無偏居士
「
耶蘇教 に 対す る仏教者 の 用心」

一

　　明 26・2 ・7 ， 1号
一

。

「宗教と教育 の 衝突」
一

　　明26・5 ・25， 5号
一

。 林達道
「
対国家吾人務」

　　一同一
。

『四明餘霞』　 （天台宗系）

　　井上円了
「厭世教 の 必要」

一明26・3 ・24，63号

　　一。　「非国家主義の教育 」
一

明26・4 ・24， 64号 。

『仏教 』　 （浄土 真宗系 ）

　 岡邦雄 「井．．E博士 と基督教徒 との 論戦 」
一

明26・

　 4 ・5 ，66号一。　
「
曲学阿世 とは何 ぞ」

一
同
一

。

　 古川 老 川
「〔教育 と宗教 の 衝突〕を読む 」

一同一
。

　　
「
宗教問題 」

一明 26 ・6 ・5
，
70号 一。内藤耻 叟

　　「忠孝と耶蘇教」
一

明26 ・6 ・20，71号一
。 外山

　 義文 「教育 と耶蘇教」
一

同
一

。 堀 内靜宇 「
教育と

　 宗教 の 関係 を論 じて耶蘇教 に 及 ぶ 」
一

同
一

。　 「高

　 橋五郎氏 に 与ふ 」
一明26 ・6 ・20，71号一

。　 「衝

　 突雑感」
一

同
一

。　 「元良博士 の 意 見」
一

同
一。

　　「『
天則 』」の 衝突論争」

一
明 26・7 ・5 ，72号一

。

　　「赤松連城師 の 衝突論意見」
一

明26・11・5 ，79

　 号一。　「明治26年の佛教界」
一明26・12・20，82

　 号一
。

『伝燈 』　 （真言宗系）

　 直碍 子
「基督教徒 に與 ふ 」

一明 26・4 ・13
，

43号

　 一
。　 「井上博士 の 耶蘇 征伐」

一
明26 ・4 ・28

，
44

　 号
一。　 「

高橋五郎 に與 ふ 」
一

明26・7 ・13，49号

　 一
。　 「真理 は最後 の 勝利者」

一
明26・8 ・13，51

　 号一
。

『仏教公論 』　 （総 合）

　 松崎覚本
「
井上文学博士 の 論文 を読 て聊か 所感 を

　 述 ぶ 」
一

明26・4 ・10
，
26号一

。　
「井上哲次郎博

　 士 の 書簡」
一

明 26・4 ・25，27号一
。　「畢世 の 恠

　 論 」
一

明 26・5 ・25，29号一
。 雄徳 山人

「
耶蘇教

　 衝突論を讀む 」
一

明 26 ・5 ・25〜 6 ・25，
29号〜

　 31号一。久津見息忠 「『耶蘇教衝突論 』」
一同一。

　 ト里老猿
「
僞善者の 大僻論を駁 す 」

一明 26・6 ・

　 25〜11・25，31号〜35号一
。 鷲尾順敬

「
基督教 は

　 如何 に国家 を殺害す るか を論ず」
一明 26・7 ・10，

　 32号一
。 男山子

「『教育宗教衝突断案』を読ん で 」

　
一

明 26・8 ・10，34号一
。　

「高橋五郎氏発狂す」

　 一同一
。

一
九生

「
讀 二 井上博士 と基督教徒一有感」

　
一

明 26・8 ・25
， 35号一

。

『能仁新報 』　 （浄土真宗系 ）

　
「

井上氏 の 論文事件」
一

明26 ・4 ・17， 154号一
。

　 社説
「佛耶衝突論」

一明 26・5 ・15
，
158号一

。 同
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「教育と宗教 の 衝突」 論争をめ ぐる仏教側 の 対応 ．（山　本）

　 「誰か哲博士の材料を無実な りと云ふ 」
一

明26・

　 5 ・25， 159号一
。 同 「基督教は我が国体に合せ ず

　 と云 ふ に就て 」
一

明26・5 ・29，160号一。同 「我

　 国に於 ける基督教徒の進化」
一

明 26・9 ・25，　177

　 号一
。

『天則』

　 徹石生 「井上博士 と基督教」
一明26・4 ・17， 5

　 巻10号 一
。　

「
自由新聞の 迷誤」

一明26 ・5 ・17，

　 5巻11号一
G 　

「高橋五郎氏 の悔悟哲学を讀む」
一

　 同一
。 井上円了 「仏教忠孝論

一斑」
一

明26・6 ・

　 17
，

5 巻12号一
。 内藤耻叟 「日本の 人民誰れか耶

　 蘇の 奴隸となる者あらんや」
一

同
一

。 小林禅瑞

　　
「内村鑑三氏が井上博士 に 呈す る公開状 を讀む」

　 一同一
。 H ・Y 生 「五郎氏の 人物を評す」

一
同
一。

　　
「
朝野新聞の 五郎征伐」

一
明 26・6 ・17， 5巻12

　 号 一。 「能辨学会 の演説」
一

同
一

。

「高橋 五 郎氏

　 の 孝論」
一

同
一

。

「
高島呑象翁 の 易占」

一同一
。

　　「教育報知の 五郎征伐」
一同一

。 S ・T 生
「宗教

　 の 大頑僻」
一

明 26・7 ・17， 6巻 1 号一
。 遠藤南

　 天 「耶蘇教 の 内状 」
一

明 26・8 ・17， 6巻 2 号一
。

　　
「耶蘇教禁止期成同盟会」

一明 26・12・7
，

6 巻

　 6 号
一

。

『伝道新誌 』　 （総合）

　 大沼善隆 「井上哲次郎博士 と高橋 乖郎氏」
一

明26

　　・4 ・21， 6巻 4 月号一
。 弓波踏水

「宗教 問題漸

　 く世人 の 口面 に上る仏教者 今後の覚悟如何 」
一同

　
一

。

「

耶蘇教徒 の 狼狽」
一

明26・5 ・21， 6 巻 5

　 月号
一

。 社説 「基督教徒 の 狼狽 に就 て 仏教徒諸士

　 に告ぐ」
一

明 26・7 ・21， 6巻 7 月号一
。 杵洋仙

　 士 「耶蘇教徒の遁辞 に就て 」
一
同一

。 鎌田淵海

　　
「世の 変遷に就て 所感を述ぶ 」

一
同
一

。
「醜怪 の

　 極 」
一同一

。

『
密巌教報 （真言宗系 ）

　 法梁矯堂
「
衝突問題 に就て」

一
明26・4 ・25， 86

　 号一
。　

「高橋五郎対井上博 士」
一

明 26・6 ・12，

　 89号一
。　

「
基督教 と博愛主義及国家」

一
明 26・6

　 ・25， 90号一
。 直碍 子

「
教育と宗教の 衝突 に就て」

　
一

同
一

。 小林雨峯
「『

教育と宗教 の 衝突 』 を讀む 」

　 一同一
。 高田道見 「耶蘇教 の 道徳は断 じて 日本主

　 義に合せず」
一明26・7 ・12，91号一

。 卜里老猿

　　「僞善者 の大僻 論 を駁 す 」
一明 26・6 ・25〜同 9

　 ・25，　90〜96号一
〇

『反省雑誌 』　 （浄土真宗系）

　　
「教育界近來の波瀾」

一
明26・4 ・30， 8巻 5月

　 号一
。 昌南子 「教育と宗教の 衝突」

一
同
一。　 「

明

　 治 26年を送 る」
一明 26・12 ・30

，
8 巻 12号一。

『明教新誌』　 （総合）

　　「教育と宗教の衝突に 関す る某大臣の 談話」
一

明

　 26・5 ・2 〜同 5 ・6，3231号一3233号一
。

「外

　 教派 二 派 に分 る」
一明26 ・5 ・8 ，3234号一。社

　 説 「耶蘇教徒の馬脚既 に露は れ た り」
一

明 26・5

　 ・16， 3238号一
。　 「某老博士 『

教育と宗教 の 衝突 』

　 に 就て の 談話 」
一

明26・5 ・18， 3239号一。　「高

　 橋五郎に与 ふ 」
一明26・5 ・20，3240号一

。 韜晦

　　
「基督教徒騒摂の 五期 」

一明 26・5 ・24〜同26，

　 3241号一 2号
一。寺田福寿 「

善悪標準を以 て教育

　 と宗教 の 衝突 を裁判すべ し」
一同一

。

「井上一
対

　
一高橋 」

一
明 26・6 ・2 ， 3245号一

。　「桑門豈人

　 なか らんや （朝野記者に答ふ ）」 一明 26・6 ・8，

　 3248号一
。　 「文学士沢柳政太郎氏 の 教育 と宗教 の

　 衝突 に関す る意見 」
一

明26・6 ・10，3249号一
。

　　
「耶蘇教愚痴 をこ ぼす」

一同一。都濃太郎 「誰 か

　 基督教の 不敬な し と云 ふ 」
一

明26・6 ・14， 3251

　 号一
。　 「高橋五郎氏の 暴論を讀み て 」

一
明26・6

　　・18， 3253号一
。

「卑諺 を侮 る勿 れ」
一

明26・7

　　・4
， 3261号一

。 棣陰生
「
実際上耶蘇教問題 を論

　 断す」
一

明 26・7 ・16〜同21，3267号〜 9号
一

。

　 山 野草吉
「基督教 の 大敗 に 就 て 」

一明26・8 ・6 ，

　 3277号一
。　 「教育宗教衝突研究会」

一明26・8 ・

　　8 ， 3278号一
。　 「衝突論下火 となる」

一
明 26・8

　　・12
， 3280号一

。 皆非生 「衝突事件 の裁判宣告 」

　
一

明 26・9 ・18，3298号一
。 同

「違憲の 宗教」
一
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　　明26 ・10・16〜同18，3312号〜 3号一
。 木谷元四

　 郎
「

感慨
一

則」
一明 26・11・12，3325号一

。

『
淨土教 法 』　 （浄土宗系）

　　 「基督教徒の 讒誣 」
一明 26・4 ・25，142号一。愛

　　国生
「
井．上博士 に 呈す」

一
明 26・5 ・25，　145号一

。

　　注告生
「高橋 五 郎氏 の 爲 め に 」

一
同
一

。 都濃太郎

　　
「
論理的 に 高橋五郎氏 の 猛省を促 す」

一明 26・6

　　・15，　147号一
。 　

「
衝突問題 の波瀾」

一明 26・6 ・

　　25，
148号一。窺管子

「井上博士 の 衝突論 に就 て 」

　　
一

明 26 ・7 ・15
，
　150号一

。 皆非士 「
過去 の 衝突論」

　　
一

明 26・7 ・25，151号一。同
「
将 来 の 宗教 問題 」

　　
一

明 26・10・25，160号一
。

真仏教軍』　 （総合）

　　
「『

教育 と宗教 の 衝突 』に 就 て 」
一

明 26・5 ・25，

　　 120号一。

『三 宝叢誌 』　 （真言律宗系）

　　讃陽小史 「誰か 仏耶両教の衝突 と謂ふ や」
一

明 26

　　 ・6 ・12， 23号一
。

『
国教』　 （総合）

　　 「
教育 と宗教 の 衝突に 関す る耶徒の 狼狽 」

一
明 26

　　 ・6 ・16
， 22号一。

『法之雨 』　 （浄土宗系）

　　加藤兼清 「基督教者の 反省を促す」
一

明 26・8 ・

　　20，68編一。夢笑道人
「

聊か婆言を呈す」
一
同一

。

　　加藤兼清
「
衝突1蚤む に 足 らず 」

一
明26 ・11・20，

　　71編 一
。

　以上 、雑誌 に現 われ た る 題 目か らその 攻撃の 多

様性 を窺 い 得 る。 それ らの 中で 注 目され るの は、

高橋 五 郎の 名を挙 げて 攻撃 した もの が 12に の ぼ っ

て い る こ とで ある 。 こ の こ とは逆 に、高橋五郎 の

井上攻撃 が い か に執拗 で熾烈 な もの で あ っ た か を

思 わさ せ る が、全体 的に高橋 へ の 批判をま と め れ

ば、　
「
記事は捏 造 と罵言で ある」 10、　「記事は学

理 よ り逸脱 して い る」 6 、 　
「
自己 利益を図 っ た 」

2 、
1
と なる （しか し

『天則』 に 高橋 へ の 人 身攻撃

した こ とに警告 した もの が 1っ ある ）。 逆 に、 井

上哲次郎 を擁護 したもの は、　 「学者と して 立論正

確 、筆峰立派 」 6 、　「横井時雄 に不敬事件 を調査

さ せ た是」 1、 「
本人 の 弁明」 1 とな っ て い る 。

　ま た、キ リ ス ト教 を攻撃 した もの は、 「国体 ・

風 俗 に悖 る」 13、

「西洋で の 澗落 と日本で の 退潮」

8 、

「
そ の 醜悪 と狼狽 ぶ り」 7 、　

「非国家主義」

6 、 「偽忠孝」 5 、

「兼愛主義 」 3 、

「
誤迷，頑

僻」 2 、　
「違憲」 2、　

「
キ リス ト教会の 独 立は仏

教徒の お か げ」 1 、
「教徒の 無礼」 1 、 「

内部対

立 」 1 、 その ほ か関係 した もの で は
「
自由新聞の

媚」 2 、 「内村鑑 三の 卑劣 」 2 、 「久津村蕨村 『耶

蘇教衝突論 』 を駁 す」 1 、が ある 。 （逆 に
「
国家主

義と衝突 しない 」 1、があ る）

　 仏教 に 関 した もの は、 「真 の 忠孝 を説 く」 5 、

「仏教徒 は奮起 を」 5 、　 「愛世 ・厭世 相即不二 」

1 、　 「
静視せ よ」 1 、　 「忠君 愛国 と博愛開国 との

調和」 1、が ある 。

　 その 他論戦経過 を述 べ た もの 3 、 井上 とキ リス

ト教の 是 々非 々 を説 い た もの 4 、キ リス ト教徒 に

は 反省を、仏教徒に は 自己 を見直せ 1 、外 5 とな

っ て い る 。 （こ の 分析数は掲載文を内容分析 し、頻度

数 に した の で 掲載文数 とは
一

致 しない ）

　 理解 され るよ うに、全体 と して仏教側 か らは キ

リス ト教や高橋 五郎 へ の攻撃が濃厚で 、その 1 つ

は、教義や行動が国体 や教育勅語 と離反 して お り 、

その醜悪ぶ りに 論調 が傾斜 して い る 。 も う 1 っ は、

高橋 へ の個 人攻撃的色彩 の 強 きで ある 。

　 仏教 に関 して は、教義 が国家的現実的 に適合 し

て い る と主張 し、仏教徒へ の 奮起 が促 が され て い

る 。 キ リス ト教の弁明 論は殆ん ど見 る こ とは ない 。

そ して 両教 へ の 是 々 非 々 論 は僅少で ある が掲載 さ

れて い るが 、仏教 に と っ て不利 な点よ りは む しろ

覚醒 へ の
一斑 とな っ て あ る 。 結局の と こ ろ、排耶

蘇を通 して 護法精神 がなせ る業 と い うこ とが 出来

よ う。
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教育と宗教の 衝突」 論争をめ ぐる仏教側 の 対応 （山　本）

（三 ）管見 ・攻撃の 論理

　と りあげて きた仏教側の攻撃論の 詳細 にっ い て

は、こ こでふ れ る余裕 は な い が 、 典型的 な二 っ の

論難文 を示 して 、具体点や論調 に 立 ち入 っ て お く。

一
っ は直碍子 「教育と宗教の 衝突に就て 」 で 、 仏

・耶の 対比に よ っ て キ リ ス ト教の 非 を論 じた もの

で 、も う一
っ は ト里老猿 「『僞善者 の 大僻 論 』 を

駁 す」 で 、高橋五郎 を攻撃 した もの で あ る 。

　 〔教育と宗教の 衝突に就 て〕

　冒頭 、 宗教の 最高目的 は 世界主義 で ある とす る

が 、 こ の 世界主義の 解釈は宗教 に よ っ て 異 なり 、

衝突問題 もそこ に起因す る とい う。 キ リ ス ト教の

世界主義 は
「
世界を離れ て国家を見す 、 是故 に四

海皆平等 に して世 界に最 も尊敬すへ き者は惟一の

上帝 の み国家 の 元首の 如 きは尊敬す る に足 らさる

　 に　

者」 で あ り、仏教の それは 「国家の 上 に世 界を見

る 、 是故 に国家を離れて世界 なく、世界 と は 国家

の集 合の 名な り、国性重ん せ さ る可 らす 、 国権拡

め さる可 らす、国風尊はさる可 らす 、 国家 を尊重

敬愛す る所以 は則 ち世界を尊重敬愛す る所以に 外
　 　 　  

な らす」 と説くが、こ の 説明 は言葉足 らずの 所が

多 く、特に仏教 の 国家尊重 が何故世 界尊重 に なる

の か は問題 とす る所で あ るが 、 両教の特色 は出て

い る 。 こ れに よ っ て 、キリ ス ト教は眼 中に国家 な

く、国性、国権、国風 に頓着 しない 。 人 は天帝支

配の国人で あ り、待遇 は等し く、国土や階級の差

別 はない 。 耶蘇教は空想で実際の 宗教で はない 。

宗教の 目的に反する 。 人類 を愛す るとい っ て も本

旨 に背 くと論ずる 。 こ と宗教論 とす るな ら、 こ の

論理 に は誤 りが あ り 、 矛盾があ るが 、 わ が国現 実

の 仏教 を真実の 宗教 と見て しまう者 に と っ て は 、

矛盾 を越 えた もの となる の で あろ う。 こ れは仏教

側の 共通的 な捉え方で もあ っ た 。 仏教に っ い て は、

国家を目安と し 、 日本に 在 っ て は 日本の 国性 、 国

懽 、 国風 を尊重 す る。 その 他の 諸国に お い て も同

様で あ る 。 仏教の 特性は こ こ に あ り、国家 か ら始

ま り、漸次 に 仏 陀の 教旨は世界に拡充す る とな し、

仏教の 広大無辺融通無碍 なる所以 が こ うして 論 じ

られ る 。 仏教側の 我田引水論が国情の 中で よ く浮

き出て い る 。 か くして 、 キ リス ト教徒 に望 む こ と

は 、 自らの 教理 に立っ に して も、姿勢 として は反

省悔悟 し、教育勅語や国風 に反 しな い こ と に あ る

とす る 。 井上哲次郎の 主張 と軌 を
一

に す る とい わ

ざるを得 な い 所で あ る 。

　 〔偽善者の大僻 論を駁 す〕

　本書は 、 代表的 な高橋 五郎 に対す る批判書で あ

る 。 まず教育勅語 は 、 国民 の 統合一致 を意図 し た

もの で あるか ら、個人 の発達 が含 まれるに して も

国家主義 とい うこ とは 出来 る と し、こ れは正 しい

故 にキリ ス ト教徒で ある高橋 が怒喝す るの はお か

しい 。 また高橋 は、政治、道徳、宗教の 三者 を区

別 しない もの は無知漢とよぶ が、彼 に して も、ユ

ダヤ教 が三者 を合一
して い る こ とを知 っ て い るで

は ない か 。 キ リス ト教 も多少道徳 を含有 して い る

が 、 た だ教育勅語 と関係 しない た め衝突せ ざるを

得 ない 。 高橋 は こ の こ とに反駁出来ない で は ない

か 。 また井上を攻撃す る が 、 高橋 こ そ僣言妄語 者

で ある 。 高橋 の 著 『仏道新論』 （明治19年刊 ）を見

るがよ い 。 旧 聞の多 きと誤謬 に驚 くばか りで ある 。

さ らに 、高橋 は井上を誹 謗 した書 伏を横 井 某 に

送りなが ら、そ うい うこ とは 知 らない と同宗の横

井某を欺 く位で あ るか ら、仏教 を非難す る に経文

を改作捏造す るこ と位 は当然で あ る と して い る 。

衝突 の 学説上 に 関 し て は 、

　 博士の 論拠 を奪ふ 事の 困難 、 否 、 イ ン ポ ッ シ ブ

　 ル を見抜 きた る コ ン ロ ン （五郎＝筆者注）
一

派は 、

　 寧 ろ博士の 身上 に、中傷 の霰弾 を乱発す るに如

　 か じと考へ 込み しにも、折 か ら博士 は、何気 な

　 く駁す るな らば、論文完備の 上に て 分駁せ よと

　 の 公開状 を送 りぬ 。 こ の 休戦状 とは、大 の 誤想、

　 こ れ コ ン ロ ン が博士 を中傷せ ん との 導火 な りけ
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　 り、

と讒誣 す る 。 高橋 の捏造 中傷文 は公 に され、コ ン

ロ ン は寝食 も出来ず 、 憐れ に も遁 辞 を設 け、事実

を万一
に暗 まさん こ とを僥倖 し、江湖 に 向 い 合掌

同情 を乞 うた とい うの で あ る。
か くして最後に 、

　其 の 他人 の 意見 を 、 看破せ ん に は 、偏心 を去 り

　て其根本 を探究せず んば 、 遂 に其論や大僻 に陷

　 る こ とは、予之 を高橋氏の 所論 に於て 盆 々 明 臼
　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 に知 る こ とを得た り

　と述 べ て い る。高橋 の 所論の 拠所 、 態度 、 人間

性 を捉 えて 非難 を浴 びせ る構 えと論調 が端 的に こ

こ に 見られ得 よ う。

（四 ）　 結 　 語

　 さて、い ままで 見て きた
「教育 と宗教の 衝 突 」

論争は 、 絞 っ て い けば何 がそ の 交叉点 に なっ て い

る の で あろ うか 。 要言 っ ぎの ような事 が い えると

思 う。 その
一

は 、 井上哲次郎 と高橋五 郎 との 抗論

論拠 と態度で あ り、そ の 二 は、両教の 教育勅語、

国家精神、風 俗等へ の 適合 に 関 す る現 実的課 題 の

姿勢で あ り、そ の 三 は、そ の 二 と関係 しな が ら両

教 の教理 の 問題で ある 。 こ れ らを巡 っ ての 、井上

とキ リス ト教 、 仏教 とキ リス ト教 との 論争で ある 。

　 と こ ろで 、本論争の 評価は、っ ま る とこ ろ歴史

が教 える こ とに な るだ ろ う。 仏教側の 論は 、明治

二 十年代 の 国粋主義運動の 抬頭運動に乗 り、 井上

の 批判 を契機 と して 、国家主義 に係わ る 現 実的問

題が 焦点で 、 宗教 を場 と した本質や近代化 へ の 視

座 は薄 い 。 守勢の キ リ ス ト教側 は 、 井上や仏教側

の 投 じた現実的問題 に教義や心 情を以 て抗論 を行

なうが 、当事者の 論争 が エ ス カ レ
ー

トすればす る程

むな しさがあ り 、 収拾 に遠く、 両教に と っ て 成長

上 益が ある もので は な い 。 ともあれ 、 本論争 に係

わる、つ ぎ の 古河老川の 評論は当面十分 注 目に値

す る もの で ある 。 古河は、本論争 は
一方の 極端 説

を正 さん と欲 して 他方の極端説に陥 っ て い ると し 、

第 11 号 （1977）

教育勅語 観 に っ い て は井上の 主張 が凡 そ当 っ て い

る が、た だ国家主義 だ けで は な く個人 主義も含ま

れ ると い う。井上 自身に っ い て 評 せ ば、国家 主義

と捉 え た 理 由 をあ か さな か っ た の は 「千慮の
一

失 」

で ある 。 キ リス ト教徒 にっ い て云 えば、教育勅語

とキ リ ス ト教 とが全 く衝突 しない と論弁 す る の は 、

親 馬鹿の よ うなもの で ある と。 し か し勅語 とキ リ

ス ト教 とが、相異 なるか らと云 っ て衝突 する と考

え る の も正当な判断で は な い と し、そ の 理 由 をっ

ぎの 如 く挙 げて い る 。

　  キ リス ト教 は特 に国家の た め に尽す べ き こ

　　 とを説か ない まで で、尽す こ とを好むか好 ま

　　 な い かは不明 で 、唯天 国 を希望す る宗教 をも

　　 っ て 不好 とするは少 々 乱暴で ある

　  忠孝 を重 しとは しな い が、忌 み嫌 う者で は

　　 ない
。 そ うい う言説が ない こ とに よ っ て わ か

　　 る所 で あ る 。

　  キ リス ト教 は財利を逐 い 俗塵 の 闘 こ馳駆す

　　 る を卑 しむ が、幸福 なる天国 を夢み社会の 為

　　 に尽す 者は決 し て 卑 し め な い Q

　  博愛 を説 くが、こ れは利己 に流れ る弊 を矯

　　 め ん もので あ っ て 、 わが親 と他の 親 を同視す

　　 る と云 うの は少 し偏頗で あ る 。

　 とする。それで もキ リス ト教 を批判す る者 は 、

教育勅語 に副 っ て の駁 論者で なく自己の 主義 の 為

に す る者と して、っ ぎの 四類 に分 け る 。

　 a ．国家上 　　国権論者の
一

派

　 b。忠孝上　　儒教者 の
一派

　 c ．世間上　　非宗教者全体
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鱒

　 d．博愛上　　利己主義の 徒全体

　古河は以上の よ うに述べ て 来 る が、彼 は総括 し

て 、 井上 の 批判はキ リス ト教徒 に とっ て
「大 に彼

等の 前途 を照 ら して 之 に 方針進路 を誤 まる患 なか

　 　 　 β1）

ら しむ」 役割 を果 した と し、キ リ ス ト教徒 は井上

論文 に対 して
「此文の 始終 を熟讀玩味 し又 自 らよ

く反省 した る上其訴ふ べ きは訴 へ 其正す べ きは正
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し又其眷 に服膊あるべ きに
……論の未 だ完結せ ざ

る に當 りて はや既 に 囂々 として……平素謙遜を説
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 翩

き し筆何故に か く傲慢 なる」 と述 べ て い る。真正

の キ リス ト教徒 は
一
滴の 暗涙、偽信者の 多 きに泣

くで あろ うと い うの で ある 。 なお、こ の 批判眼や

態度 は 、明治三 十年代 に形成されて い く仏教近代

化の精神に影響す る上で 、有力 な評論 で あっ た こ

とを付記 して お きた い 。

　 さらに 興味 ある評価 と して注 目され る の は、雑

誌 『仏教』 に掲載 して い る 「明治26年の 仏教界」

の
一文で ある 。 明治26年仏教界諸運動の 中心の

一

っ に こ の 教育宗教衝突 問題をあげて い るが 、こ の

問題は 日本が基督教 を放逐せ ん と した 問題 と捉え

っ っ も、　「心得 べ きこ と」 として 、つ ぎの よ うに

叙 して い る 。

　基督教は大災難 に遇 へ り、 爲 に彼徒は
一

大決心

　 をな し、教理 説明 の 方法 を改 め其 教 を我邦に 同

　化せ しめん とす るに 至れ り、即 ち彼徒の進歩 な

　 り、 之 に反 して佛教徒は盆 々勝 ちほ こ り、漸 く

　油斷 し、衝突 問題 に於て も往 々 頑冥 なる議論 を

　試み 甚 しきに至 りて は佛教徒に有 るま じき人身
　 　 　 　 　 　 　 鱒

　攻撃 を事 と し （ル ビー筆者）

　 と冷静 な眼 に よっ て評 して お り、 仏教徒を して

決 して進歩せ しめ た りとは云 へ ない と鋭 い 時評 を

して い る 。

　実際 こ の よ うな評価 を現実に し、仏 ・耶 は反省

と努力の 姿勢を保 っ て 、以後の歴史的展 開 を遂 げ

て い っ た と い うこ と が 出来 得 る
。

〔注〕

（1 ）多くの 事件 の 中か ら、井上哲次郎は 『教育と

　　 宗教の衝突』 に お い て 、 内村鑑三事件、名古

　　 屋 に お ける美以美教会脱 会事件 、 北海道典獄

　　 大井上輝前問題 、 山 口県服部章蔵問題 、山鹿

　　 小学校生徒事件 、熊本英学校々長就任式の 出

　　 来事、京都同志社生徒処罰事件、金沢私立女
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　　 学校問題、肥後八代某小学校事件、以上 九っ

　　 をあげて い る 。

（2 ）井上哲次郎 の 著述 で あ る が、草稿が大体出来

　　 上 っ た 所 で 、 加藤弘之 、 中村正直 、 井上毅等

　　 80余名の 意見 を求めて い るし、文辞 は島田重

　　 礼 、 南摩綱紀 、 小 中村清矩等に相談 して い る 。

　　 従 っ て 、内容にっ い て は井上 自身の考 え方が

　 　 す べ て で はない 。

（3 ）　
『井上哲次郎 自伝』　（富 山房刊 、 昭和48年）

　　 にふ れて い る。 具体的 なもの は調査 が必要 。

（4 ）こ の方面の研究家古田久一
氏は 、 直接間接を

　　 問わず集録文献数は、　
「
大体著書 が21点、新

　　 聞雑誌の 論 文 ・評文 ・報道 など50種 、220点 ほ

　　 ど に 達 した 」 と述べ て い る。

（5 ）　『
明治文学史 6 』 宗教編 191頁

（6 ）前掲書 、 195頁一196頁

（7 ）彼 の 著書 「真理金針 」　（明治 19年刊 ）や 「
仏

　　 教活論」　（明治20年刊）は、社会に 大 き な関

　　 心 をもた せ た し、仏教の 生命 に 活 を入れ 、 仏

　　 教の 沈滞に カ ン フ ル 剤となっ た 。

（8）　
「宗教 と教育 との関係に っ き井上氏 に 質す」

　　　（明治25年11月15日 『教育時論亅）、「井上氏の

　　 談話 を読 む」　（明治25年11月25日、同）

（9 ）　
「教育 に 関す る時論 と基督教」　（明治25年12

　　 月15日
『六 合雑誌 』）

（10）　「勅語 と基督教」　（明治25年12月20日）

（11）　
「
日本 の 徳育 問題」　（明治26年 1 月 1 日）

（12）井上哲次郎 『教育と宗教 の 衝突 』 明治 26年 、

　　 7頁一 8頁

（13）前掲書33頁
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